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１．ミズベリング南アルプス懇談会とは

＜懇談会 出席団体＞
・山梨県 治水課
・南アルプス市

都市計画課
農業振興課
文化財課
観光商工課

・（株）ＪＴＢ関東 営業推進部
地域交流グローバル事業チーム

・甲府河川国道事務所 調査第一課

＜位置づけ・目的＞

＜内容＞

日時：平成27年10月2日（金） 9：30～12：00
場所：南アルプス市役所本庁 東別館3階 大会議室

1.開会
司会 南アルプス市 都市計画課

開会の挨拶 南アルプス市 建設部部長

2.基調講演
・堤の原風景 南アルプス市 教育委員会 文化財課

田中副主幹

3.懇談会内容
（1）南アルプス市における霞堤を活かした防災まちづくりの

取り組み視点について、 甲府河川国道事務所 調査第一課

（2）富士川水系ミズベリングプロジェクトの紹介、
甲府河川国道事務所 調査第一課

（３）地球いきいきプロジェクトの紹介、
（株）ＪＴＢ関東 久保田氏

4.閉会
甲府河川国道事務所 調査第一課

・「南アルプス市霞堤を活かした防災まちづくりに向けた検討
会」提言内容に地域活性化の視点を追加し、霞堤の歴史的価
値や減災機能について再認識し、保全・有効活用の地元メリッ
トについてアイデアの具体化を検討する。

平成27年10月2日 ミズベリング南アルプス懇談会
於：南アルプス市役所



「南ｱﾙﾌﾟｽ市霞堤を活かした防災まちづくり」に向けた検討会の概要

・南アルプス市において、地域を水害から守る霞堤の機能を保全し、その
霞堤を地域で有効活用するための方策を提案することを目的としています。

・構成メンバーは、南アルプス市を事務局として、山梨大学、山梨県、国
土交通省（河川管理者）です。
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新山梨環状道路

鏡中条地区

釜無川
（本川）

霞堤（左図：模式図、右図：写真）

南アルプス市

過年度検討成果

・釜無川に現存する伝統的治水施設のひとつ、霞堤（特に鏡中条霞
堤）は、上流の堤防が決壊した場合でも、氾濫水を河川に戻し、氾濫
を拡大させない機能を今も有しており、地域を水害から守っている。

「南アルプス市 霞堤を活かした 防災まちづくり」に向けた検討会報告書 p7、8」
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浸水深が
0.5～1.0m程度
（黄緑色）

現況（保全した場合）

※横断的な盛土実施箇所の上流
で湛水深が増大

浸水深が
1.0～2.0mへ
増大（水色）

横断的な盛土（開発後）

霞堤上流部に横断的な
盛土をした場合

開口部に
盛土をした場合

開口部の盛土（開発後）

下流域へ
浸水拡大

南アルプス
市役所

横
川

霞堤の開口部付近やその上流部において、氾濫水の流下を妨げるような盛土は、本来霞
堤が持つ氾濫戻し機能を著しく低下させ、浸水被害を悪化させる恐れがある
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過年度検討成果

図：ゾーン区分図
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道路，水路
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・計画的な開発
計画の策定

（マスタープラン
改訂）

・管理者との協定
（覚書等）

強制力のある「条例」の制定
○考えられる手法
・地区計画策定（都市計画法
・風致地区の指定（都市計画法）
・特定用途制限区域の指定（都市計画法）
・緑地協定締結（都市緑地保全）
・生産緑地指定（生産緑地法）
・土地利用調整に関する条例
・景観条例改定：景観形成重点地区の指定
（現在の南アルプス市まちづくり景観条例
では、当該指定地区はない）
制限内容：開発行為，土地の形状変更などの
景観形成に大きな影響を与える行為

民地

農地
・農振農用地の
制限による保 全
（間接的手法）

工場，宅地，
ゴルフ場
など

・開発指導要綱改
定による指導

・土地所有者との
合意形成
（覚書等）
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道路，水路
など
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（覚書等）
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開発指導要綱による指導を引き続き推進してい
くとともに、 大規模な土地所有者については、保
全ゾーンと同様に合意形成を図っていく。
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表：土地利用の誘導に関する施策

「南アルプス市 霞堤を活かした 防災まちづくり」に向けた検討会報告書 p10、11」
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・このような霞堤の機能を保つため、霞堤の開口部や上流部の土地利用につ
いて、保全ゾーン※1と準保全ゾーン※2に区分し施策をとりまとめた。

※1 保全ゾーン：氾濫水を河川に戻す出口に相当する部分

※2 準保全ゾーン：氾濫水を速やかに開口部に導く部分

http://www.ktr.mlit.go.jp/koufu/koufu00457.html

２．取り組みの視点の追加

■長期的取り組みの視点（過年度）

→土地利用誘導方法の制度上の整理
→南アルプス市 都市計画マスタープラン（改訂）に関する課題

■長期的取り組みの視点（今年度）

→水防法の一部改正で河川整備計画以上の洪水に備える重要性
→霞堤保全による既存施設のストック効果の再評価

■当面の取り組みの視点（今年度）

→地域活性化と連携した国土強靱化の取組の視点
→霞堤の土地利用誘導方法の「活用手段」をテーマに追加を検討

→短期的な活用策による長期的な取り組み策の応援が狙い
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３．追加検討テーマとその検討方法 【追加検討テーマ】

引用：関東の観光地域づくり支援ガイドブックhttp://www.ktr.mlit.go.jp/chiiki/chiiki00000045.html
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み
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堤
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観光まちづくりにおける５つの要素

3.1 当面の取り組みの視点（今年度）

●過年度検討では、霞堤（特に鏡中条霞堤）の氾濫戻し機能を保つため、
霞堤の開口部や上流部の土地利用についての土地利用誘導の施策（霞堤
の保全）を提案した

ステップ１→地域の固有資源の再発見
「南アルプス市 霞堤を活かした防災まちづくり」 に向けた検討会
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●平成27年度検討では、その霞堤の保全を推進する手段として、
霞堤の「保全」と「活用」を追加テーマに検討

ステップ２→行政・住民・観光業者による地域ぐるみの組織化
ステップ３→地域ブランドの確立
ステップ３→イベント開催

に着目しての3つのテーマを追加したかわまちづくりのスキームを提案する

①「農業振興（農地の維持）」
②「歴史的治水施設による防災教育」
③「観光資源化」
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3.2 長期的取り組みの視点（今年度） Ｈ２７水防法改正のポイント

霞堤保全で浸水想定区域が小さくなる。

http://www.mlit.go.jp/river/suibou/pdf/suibouhou_gaiyou.pdf

3.3 検討方法

富士川水系は、隠れた地域資源や人財（材）の宝庫！

・良好な水辺空間（釜無川、笛吹川等）、歴史的治水施設（六科将棋頭、信玄堤等）
⇒

・歴史・防災教育のエキスパート（教育委員会、山梨防災教育研究会）
⇒

・霞堤農地の青果（果物、野菜等）をブランド化（南アルプス市完熟農園連携） 信玄堤野菜？
⇒
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富士川水系ミズベリング研究会の活用・参加を提案

観光資源化

防災教育

農業振興

①一元的に活動・連携してくれる地域の組織・人材育成が不可欠
②多様な媒体の広報活動が重要



3.3 検討方法
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観光商工課

都市計画課

文化財課農業振興課

南アルプス市（事務局）

4分野の連絡・調整／窓口

観光資源化分野担当防災教育分野担当農業振興分野担当

富士川水系ミズベリング研究会で地域活性化イベントの提案

①「農業振興（農地の維持）」

②「歴史的治水施設による防災教育」

③「観光資源化」

防災危機管理室
防災（治水）分野担当

ミズベリング南アルプス懇談会（仮称）の開催

富士川水系ミズベリング研究会の概要と提案イメージ
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・「地球いきいきプロジェクト」を中心としたミ
ズベリングコラボによるツアーを企画
・完熟農園スタート→霞堤の歴史・文化講
演→霞堤の清掃美化活動→ミズベリング研
究会の推進

・ツアーのアイデア向上に「ミズベリング南
アルプス懇談会」を開催・活用

http://www.jtbcorp.jp/jp/csr/clean/



５．「霞堤の保全」の取り組みスケジュール（案）
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■南アルプス市 都市計画マスタープラン（改訂）に向けて
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都市計画マスタープラン（改訂）に「霞堤保全」を含める雰囲気づくりが重要

3年目 4年目 5年目2年目1年目

■南アルプス市 都市計画マスタープラン（改訂）に向けての「霞堤の保全」に対する課題

 住民・企業等への「霞堤の保全」価値の共有


